
代 表 者

　本プログラムを委託訓練などで実施していく中でさらに検証を進め、問題点などがあれば改善のための施
策を行っていきたい。

平成１９年度「専修学校を活用した再チャレンジ支援推進事業」成果報告書

　内閣に設置されたＩＴ戦略本部による「ＩＴ新改革戦略　政策パッケージ」で示された「ＩＴによるものづくり、
サービスなど経済・産業の生産性向上（特に中小企業の取組強化」「高度ＩＴ人材育成の好循環メカニズムの
形成」を受け、中高年者を対象として再就職等に必要なＩＴ経営管理能力の基本について総合的に育成を図
り、中高齢者雇用促進、生産性向上、社会人の能力向上に貢献する教育プログラムを開発する。

　２．事業の評価に関する項目

　国立大学法人　埼玉大学大学院　経済科学研究科　相澤研究室、　英会話学校ENGLISHBOX、コア・サ
ポート株式会社に事業実施協力をいただき、ＩＴ経営管理能力に必要不可欠であるIT運用・管理、ビジネス
英語、金融と経済・経営に関するカリキュラム編成、教材開発を行った。このカリキュラム編成、教材開発に基
づき、「ＩＴ経営管理者養成講座」実施し、的確性を検証した。

学校法人　丸橋学園

渋谷外国語専門学校

ＩＴ経営管理者養成教育プログラム開発事 業 名

　１．事業の概要

　　①目的・重点事項の達成状況

担当者
連絡先

生涯教育部　部長　柳瀬　和久
ＴＥＬ 03-3422-6281

　  ④次年度以降における課題・展開

　　③今後の活用

　本事業で開発した教育プログラムによる委託訓練（普通職業訓練　短期課程）の実施
　本学ＩＴビジネス科における同教育プログラムの実施
　他の専修学校に対する同教育プログラムの提供

　教科編成指導要領、カリキュラム開発、教材作成
　「ＩＴ経営管理者養成講座」実施ならびに実施検証
　成果報告会開催、成果報告書作成、印刷教材作成

理 事 ・ 学 校 長 林 茂 也

法 人 名

学 校 名
（ （ ２ ） の み ）

　　②事業により得られた成果



テーマ：「ＩＴ経営管理者養成講座」
日時：2008年１月15日（火）～2月13日（水）　10:00～16:00　（平日実施，土曜日，日曜日，祝日を除く）
場所：埼玉大学東京ステーションカレッジ（東京駅日本橋口　サピアタワー9Ｆ）
対象者：再就職やキャリアップを目指す中高年を主とする社会人
受講定員：24名
受講者の反応：アンケート調査による

１．ニース調査
ニーズ調査については、事業実施協力機関がニーズを取りまとめて、本事業に反映させた。
２．アンケート調査
調査のねらい：ＩＴ経営管理者養成教育プログラムを検証し、その効果の確認を目的とし、その結果を成果報
告書へ反映させるために実施
対象：「ＩＴ経営管理者養成講座」受講者
方法：各コース講座最終日に全受講者を対象に実施（全3回）
調査項目、調査結果及び分析の内容：詳細につき、「成果報告書」（pp.42-49参照）

　　②カリキュラムの開発

テーマ：「ＩＴ経営管理者養成教育プログラム開発」
開発経緯：本事業の趣旨を踏まえ、  ［金融と経済・経営コース］は、国立大学法人埼玉大学大学院経済科
学研究科相澤研究室、［ビジネス英語コース］は、英会話学校ENGLISHBOX 、［ＩＴ運用・管理コース］は、コ
ア・サポート株式会社に事業実施協力をいただき、ＩＴ経営管理者養成教育プログラムにおけるカリキュラム編
成、教材開発を行った。カリキュラム、教材の的確性を検証するために「IT経営管理者養成講座」を実施し
た。
対象：再就職やキャリアアップを目指す中高年を主とする社会人
手法：コースごとに、上記事業実施協力機関が中心となって、カリキュラム、教材作成を行なった．
開発内容：情報システム運用と管理、ビジネス英語に必要な12項目の基本トレーニング、ファイナンス、信用リ
スク管理、金融システム、通貨システム、企業の社会的責任（CSR）などＩＴと経営に必要不可欠な知識と技能
を基本レベルから学ぶことにより、管理実務に対応できる実力を身に付け、企業におけるＩＴ化を推進し、経
営の基本管理ができる人材を養成する
仕上がり像：企業におけるＩＴ化を推進し、経営の基本管理ができる人材

　　③実証講座

　  ④その他

「ＩＴ経営管理者養成講座」においては、下記の特別講演を実施
［ビジネス英語コース］
特別講演「社会人のための英語学習法－基礎から達人への道」 １月16日　10:00～12:00
福島　範昌　ENGLISHBOX　代表，東海大学非常勤講師，通訳者・翻訳者
［金融と経済・経営コース］
特別講演「サブプライムローン問題と世界同時株安の衝撃！」１月23日　14:30～16:00
武者　陵司　ドイツ証券株式会社副会長兼CIO
　　　　　　埼玉大学大学院経済科学研究科　客員教授
特別講演「サブプライムローン問題と世界経済の行方」１月15日　10:00～12:00
相澤　幸悦　埼玉大学大学院経済科学研究科　教授　経済学博士

特記事項：希望者に対して、キャリアカウンセリングを実施。本講座が縁となって、ネットワークエンジニア、
ネットワーク講師として就職が決定し、現在、就業している。

　　①ニーズ調査等

　３．事業の実施に関する項目
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